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日
本
で
最
も
歴
史
あ
る
博
物
館
の
１

つ
で
あ
る
国
立
科
学
博
物
館
日
本

館
。
こ
の
建
物
は
、
旧
東
京
科
学
博
物
館

本
館
と
し
て
関
東
大
震
災
復
興
の
折
に
建

設
さ
れ
、
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
年
）
９

月
に
完
成
し
た
。

　

設
計
は
文
部
省
大
臣
官
房
建
築
課
の
文

部
技
師
糟か
す

谷や

謙け
ん

三ぞ
う

が
担
当
。
躯
体
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
地
上
３
階
（
１
部

４
階
）
地
下
１
階
建
、
中
央
に
車
寄
せ
が

配
置
さ
れ
て
い
る
。

　

装
飾
が
少
な
く
、
重
厚
・
堅
固
そ
の
も

の
の
「
ネ
オ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
」
の
威

風
堂
々
と
し
た
建
築
で
あ
る
。

　

外
装
は
御
影
石
と
茶
色
い
ス
ク
ラ
ッ
チ

タ
イ
ル
（
表
面
に
引
っ
か
き
傷
を
付
け
た

タ
イ
ル
）
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
上
空

か
ら
見
る
と
、
当
時
の
科
学
技
術
の
象
徴

で
あ
っ
た
、
両
翼
の
あ
る
飛
行
機
の
形
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
だ
。

　

建
物
の
中
心
に
は
４
階
建
て
の
吹
き
抜

け
ホ
ー
ル
。
天
井
に
は
ド
ー
ム
が
設
け
ら

れ
、
半
球
の
内
部
に
は
立
体
的
な
升
目
が

並
ぶ
。

　

ホ
ー
ル
の
壁
面
に
は
漆
喰
で
華
や
か
な

レ
リ
ー
フ
装
飾
が
施
さ
れ
、
床
に
は
幾
何

学
模
様
の
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
が
敷
か
れ
て

い
る
。

　

四
方
の
ア
ー
チ
部
分
に
は
神
社
の
燈
明

に
も
似
た
、
ど
こ
か
日
本
的
な
デ
ザ
イ
ン

の
照
明
が
吊
る
さ
れ
、
そ
の
後
ろ
に
は
美
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し
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
嵌
め
込
ま
れ
て

い
る
。

　

ド
ー
ム
を
飾
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
は

じ
め
、
館
内
各
所
に
配
さ
れ
た
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
は
、
日
本
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の

パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
小
川
三
知
ス
タ
ジ
オ

の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

図
案
は
、
築
地
本
願
寺
を
設
計
し
た
建

築
家
の
伊
東
忠
太
。
向
か
い
合
う
鳳
凰
や

曲
線
の
植
物
が
、
色
鮮
や
か
に
描
き
出
さ

れ
て
い
る
。

　

ホ
ー
ル
の
奥
に
あ
る
中
央
階
段
に
も
、

大
理
石
や
鋳
物
が
用
い
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
匠
で
凝
っ
た
装
飾
が
施
さ
れ
て
い

る
。
階
段
の
床
面
部
分
に
は
、
表
面
に
布

目
状
の
凹
凸
を
施
し
た
布
目
タ
イ
ル
が
貼

ら
れ
て
い
る
。

　

平
成
20
年
（
２
０
０
８
年
）
に
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

中央ホール吹き抜け天井のドームと
アーチの組み合わせが美しい

大理石やタイル、鋳物などが用いられた階段部分中央ホール床のモザイクタイル 館内各所を彩るステンドグラス

名　称　国立科学博物館 日本館
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所在地　�東京都台東区上野公園7−20
完　成　昭和６年
設計者　文部省大臣官房建築課

（糟谷 謙三）
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